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電源オンおよび初期設定

手順

ステップ 1 モニタとキーボードが『Quick Start Guide』で説明されているように接続されていることを確認し
ます。

ステップ 2 電源が接続され、LEDステータスが図 1：電源および LEDステータス - BE7000Mサーバ, （2
ページ）と図 2：電源および LEDステータス - BE7000Hサーバ, （2ページ）に示すようになっ
ていることを確認します。
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サーバの電源が入ると、電源ボタン LED（3）がオレンジで、電源 LED（6）がグリーンになり
ます。そうでない場合は、電気系統とネットワークの接続を確認します。

図 1：電源および LED ステータス - BE7000M サーバ

図 2：電源および LED ステータス - BE7000H サーバ

ステップ 3 モニタの電源をオンにします。

ステップ 4 電源ボタン（3）を押し、電源ボタンLEDディスクLEDディスクドライブが緑に変わることを確
認します。

ステップ 5 モニタでブートプロセスを視聴します。

ステップ 6 （任意）プロンプトが表示されたら F8キーを押して、[CIMC Configuration]ウィンドウを開きま
す。 [CIMC Configuration]ウィンドウで、CIMCパスワードをリセットし、管理インターフェイス
IPアドレスを設定してウィンドウを閉じます。

Cisco IntegratedManagement Controller（CIMC）は、Cシリーズサーバ用の管理インター
フェイスです。 CIMCはサーバ内で実行し、Webまたは SSHコマンドラインアクセス
により、サーバのリモート管理、設定、およびモニタリングを可能にします。

（注）
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ステップ 7 （任意）リモートコンソールへのアクセスにCIMCを使用する場合は、設定した IPアドレスに移
動し、次のいずれかを実行します。

•ステップ 6の CIMCパスワードを変更した場合は、新しいパスワードを入力します。

•ステップ 6の CIMCパスワードを変更しなかった場合は、デフォルトのユーザ名 adminとパ
スワード passwordを使用します。

ステップ 8 デフォルトのユーザ名とパスワードを使用して [Cisco IntegratedManagement Controller]画面にログ
インすると、そのパスワードを変更するよう求められます。パスワードの変更は必須です。

CIMC画面（図 3）では、ロケータ LEDの点灯や KVMコンソールの起動などさまざまなタスク
を提供しています。

[Server Properties]セクションの [Product Name] では、BE7000Mの場合はUCSC240M4S2
と表示され、BE7000Hの場合は UCS C240 M4SXと表示されます。

（注）

図 3： Cisco Integrated Management Controller の Web インターフェイス
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リモートアクセス用の仮想化ハイパーバイザのカスタマ

イズ
ハイパーバイザ（VMware vSphereハイパーバイザ）をカスタマイズして vSphereクライアントを
使用した PCからのリモートアクセスを有効にするには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 ハイパーバイザが起動されると、図 4に示すように、Direct Consoleのユーザインターフェイスが
モニタ上に表示されます。

リリース 10.5(1)以降の場合、プレインストール済みアプリケーションについて通知を
受けます。

（注）

図 4：ハイパーバイザのロード後に表示されるコンソール画面

ステップ 2 F2キーを押して、次の図に示すような [System Customization]メニューに入ります。
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デフォルトのユーザ名は rootで、パスワードは passwordです。

図 5：仮想化ハイパーバイザの [System Customization] メニュー
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ステップ 3 （推奨）[Configure Password]を選択してパスワードを変更します。

ステップ 4 固定 IPアドレスを割り当てるには、[ConfigureManagement Network]メニューに入り、図 6に示す
ように、画面の指示に従って “IP Configuration”を変更します。

図 6： ESXi ホストへの固定 IP アドレスの割り当て
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ステップ 5 PCをデータネットワークに接続し、新しいハイパーバイザの IPアドレスにアクセスします。図
7に示すようにWebページが表示されることを確認します。

図 7：ハイパーバイザの Welcome ページ

ステップ 6 vSphereクライアントが PCにインストールされていない場合は、ハイパーバイザのWelcomeペー
ジのリンクから vSphereクライアントをダウンロードしてインストールします。
このリンクから vSphereクライアントをダウンロードするには、インターネットアクセスが必要
です。インターネットアクセスが使用できない場合は、データストアからクライアントインス

トールファイルをダウンロードできます。

仮想化ハイパーバイザのアクセスと設定
Business Editionアプリケーションの中には、有効なNTPサーバのサービスを必要とするものがあ
ります。次の手順に従って、ESXiホストにアクセスし、NTPを設定し、NICチーミング機能を
使用してネットワークインターフェイスカード（NIC）の耐障害性を設定し、プレインストール
されたアプリケーションを表示し、データストアを参照して、事前にロードされたコラボレーショ

ンアプリケーションソフトウェアを確認します。
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手順

ステップ 1 vSphereクライアントアプリケーションを起動し、仮想化ハイパーバイザの IPアドレスを入力し
ます。

図 8： vSphere クライアントを使用して仮想化ハイパーバイザにアクセス

ステップ 2 以前に設定したログインクレデンシャルを使用します。

ステップ 3 （任意）BE7000仮想化ハイパーバイザのライセンスは、プレインストールされ、受け取った時に
は使用できる状態にあります。ライセンスを再適用する必要がある場合は、次の手順に従いま

す。

a) サーバに同梱されているマスターシリアル番号を確認します。マスターシリアル番号はライ
センスアクティベーションキーです。

マスターシリアル番号は事前にアクティブ化されています。http://www.VMware.com
でこれを登録する必要はありません。

（注）

このシリアル番号は 2 CPUシステム用にハードコード化されています。 http://
www.VMware.comでこれを他のライセンスと組み合わせたり、他のライセンスに登
録したりすることはできません。シリアル番号は、単一のCPU用または 2つを超え
る CPU用に変更することはできません。

（注）

b) [Configuration] > [Software] > [Licensed Features]に移動し、[Edit]をクリックします。
c) [Assign a new license key to this host]を選択します。
d) [Enter Key...]をクリックします。
e) マスターシリアル番号を入力します。
f) [OK]をクリックして、設定ダイアログを閉じ、ライセンスを適用します。
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図 9のインベントリペインに、プレインストール済みアプリケーションが表示されて
います。

（注）

図 9：ハイパーバイザおよび仮想マシンの設定および管理

ステップ 4 次のようにして NTPを設定します。
a) [Configuration] > [Software] > [Time Configuration]に移動します。
b) [Properties]をクリックして、[Time Configuration]画面を起動します。
c) 時間を更新し、[Options...]をクリックします。
d) [NTP Settings]を選択します。
e) [Add]をクリックし、NTPサーバの IPアドレスを入力します。複数の NTPサーバを追加する
場合は、このステップを繰り返します。

f) [OK]をクリックします。
g) [General] > [Start and Stop with Host]を選択します。
h) [Start]ボタンをクリックします。 [OK]をクリックして [Configuration]画面を閉じます。

ステップ 5 VMwareの NICチーミング機能を使用して、耐障害性を設定します。
a) [Configuration] > [Hardware] > [Networking]に移動します。
b) 下図に示すように、“Standard Switch: vSwitch0”の [Properties]をクリックします。
c) vSwitch0 Properties設定画面で、[Network Adapters]タブを選択します。
d) データネットワークに接続されている NICを追加するには、[Add…]をクリックします。
e) 対話形式の設定ダイアログに従い、下図に示すように、複数の NICが vSwitch0に追加された
ことを確認したら画面を閉じます。

デフォルトでは、ハイパーバイザで有効な NICは 1つだけで、vmnic0として識別され
ます。

（注）
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チーム構成された NICを Ciscoスイッチのチャネルグループに接続する場合は、NIC
チーミングロードバランシングポリシーが [Route based on IP hash]に設定されている
ことを確認します。このポリシーおよび Cisco Collaborationアプリケーションのハイ
パーバイザネットワークの他の側面に関する詳細については、『Deploying Expressway
with Business Edition（Business Editionでの Expresswayの展開）』（http://www.cisco.com/
c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cucm/BE6000/InstallationGuide/10_01/Deploying_
Expressway_with_Business_Edition.pdf）を参照してください。

（注）

図 10： Business Edition ネットワーク接続の耐障害性

ハイパーバイザは、仮想化されたコラボレーションアプリケーションをホストする準備が整いま

した。 5つの最も一般的なコラボレーションアプリケーション用の仮想マシンが、ハイパーバイ
ザに事前に導入されています。これらのコラボレーションアプリケーションや他のアプリケー

ションのソフトウェアもデータストアにプリロードされています。

ステップ 6 データストアを参照します。

a) [Configuration] > [Hardware] > [Storage]に移動します。
b) Business Editionサーバのデータストアをリスト表示するには、[Datastore]をクリックします。
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c) データストアを選択して、右クリックし、図 11に示すように [Browse Datastore]を選択しま
す。プリロードソフトウェアは /OVA-ISOディレクトリに保存されています。

図 11：プリロードコラボレーション仮想マシンおよびプリロードソフトウェアをデータストアで参照

ステップ 7 （オプション）シスコはOVA-ISOディレクトリをローカルにアーカイブすることを推奨します。
サーバに障害が発生した場合、代替品にはプリロードコンテンツが含まれていません。

次の作業

仮想マシンをインストールします。

データストアにプリロードされたファイル

CiscoBusinessEditionサーバでは、事前に導入された仮想マシンに加えて、指定されたコラボレー
ションアプリケーションソフトウェアがデータストアにプリロードされた状態で発送されます。

プリロードされるファイルタイプの基礎知識として、次の点を考慮してください。

ISO

ISOファイルは DVDイメージで、アプリケーションインストールファイルを含んでいま
す。
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OVA

Open Virtualization Archive（OVA）を使用して、仮想マシンのパッケージを作成し、配布し
ます。

一部の OVAファイルには、プレインストールされたソフトウェア（たとえば、
cpc-provisioning-10.6.0-1015-medium.ova）を含む準備済みのディスクが含まれ
ている場合があります。

他のOVAファイルには、プレインストールされたアプリケーションソフトウェアは含まれ
ません。この場合、OVAテンプレートを導入してから、データストアで提供される ISO
ファイルを使用してソフトウェアをインストールする必要があります（たとえば、

cucm_10.5_vmv8_v1.9.ovaおよび関連 ISOファイル
Bootable_UCSInstall_UCOS_10.5.2.10000-5.sgn.iso）。

各サーバに付属するファイルの詳細については、関連するリリースノート（http://www.cisco.com/
c/en/us/support/unified-communications/business-edition-7000/products-release-notes-list.html）を参照
してください。

（注）

事前展開された仮想マシンを使用する
BE7000のインストールを簡素化するために、いくつかの一般的なアプリケーション仮想マシンは
インストールを完了するために、設定情報を追加するために、Ready predeployed。

このプロセスを完了するには、の手順を使用して、電源投入、続行する仮想マシンのハイパーバ

イザのコンソールを起動します。

あるコラボレーションアプリケーションは、（UnifiedCommunicationsManager、UnityConnection、
UCMインスタントメッセージングおよびプレゼンスサービスとUnified Contact Center Express）こ
のプロセスを自動化するコンフィギュレーションファイルを受け入れます。この機能を使用する

には、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 オンラインツールを使用してアプリケーションの応答ファイルを作成しますwww.cisco.com/web/
cuc_afg/。

ステップ 2 仮想フロッピー（vFloppy）イメージにこのファイルを追加します。アプリケーションに基づいて
UCM.flp、CUC.flp、IMP.flp or CCX.flpファイルとして使用します。

ステップ 3 ハイパーバイザデータストアのAFGフォルダにこのファイルをコピーします。

ステップ 4 仮想マシンの電源をオンにします。

アプリケーションのインストールを完了します。
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新しい仮想マシンの導入
次の手順に従い、あらかじめロードされたファイルにリスト表示されているアプリケーション用

に追加の仮想マシンを導入します。 Export Restrictedまたは Export Unrestrictedソフトウェアにあ
らかじめロードされたファイルについては、次のリンク先から関連するリリースノートを参照し

てください。http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/business-edition-7000/
products-release-notes-list.html

OVAテンプレートファイルは、特定アプリケーションの仮想マシンを定義します。

次の点に注意してください。

• OVAテンプレートは瞬時に導入されますが、パッケージされた OVAの導入には 10分から
15分かかる場合があります。

•下図は、各種コラボレーションアプリケーションの仮想マシン導入後の vSphereクライアン
トの図を示しています。直前の 2つの仮想マシンを展開するのにかかった時間も表示できま
す。

図 12： vSphere クライアントに表示されるアプリケーション用に展開された仮想マシン

リリース 10.5(1)以降では、5つのアプリケーションがプレインストールされています。この
5つのアプリケーションのいずれかを使用して仮想マシンを導入する場合は、次の手順を省略
できます。

（注）

手順

ステップ 1 vSphereクライアント上で、[File] > [Deploy OVF Template]に移動します。
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[Deploy OVF Template]画面が起動されます。

ステップ 2 PC上でソースのOVAテンプレートファイルを参照し、選択します。アプリケーションとファイ
ル名のマッピングについては、リリースノート（http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/business-edition-7000/products-release-notes-list.html）を参照してください。

選択した OVAによって仮想マシンのサイズと容量が決定されるアプリケーションもあ
れば、 OVAの導入時に仮想マシンのサイズを選択するアプリケーションもあります。

（注）

ステップ 3 プロンプトが表示された場合、引き続き [Next]をクリックして、ライセンス契約を受諾します。

ステップ 4 導入に適切な仮想マシンのサイズを選択します。

ステップ 5 仮想マシンに意味のある名前を指定します。

次の作業

必要なすべての仮想マシンを導入した後、必要なインストールを完了し、使用可能なアプリケー

ションを設定します。

仮想マシン上でのアプリケーションのインストール
CiscoUnifiedCommunicationsManager、CiscoUnifiedCommunicationsManager IM and Presence Service、
Cisco Unity Connection、Cisco Emergency responder、Cisco Unified Contact Center Expressなどの
UnifiedCommunicationsアプリケーションをインストールするには、応答ファイルを使用してイン
ストールプロセスを自動化するか、手動インストールを選択します。次の手順では、使用可能な

仮想化アプリケーションをインストールしてセットアップするこの両方のオプションについて説

明します。

次の表に、各アプリケーションのおおよそのインストール時間を示します。

おおよそのインストール時間（分）アプリケーション

60Cisco Unified Communications Manager

60Cisco Unity Connection

45Cisco Unified Communications Manager IM and
Presence Service

15Cisco Prime Collaboration Provisioning

45Cisco Emergency Responder

60Cisco Unified Contact Center Expressおよび Cisco
Unified IP Interactive Voice Response

30Cisco Expressway
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おおよそのインストール時間（分）アプリケーション

30Cisco TelePresence Video Communication Server
Control

30Cisco TelePresence Conductor

15Cisco TelePresence Server Virtual Machine

60Cisco TelePresence Management Suite

15Cisco Paging Server

60Cisco TelePresence Content Server

（注） •同じ ISOイメージを使用するため、UnifiedCommunicationsManagerとCiscoUnityConnection
を同時にインストールしないでください。

•時間を短縮するために、同時に複数のアプリケーションをインストールできます。

•プレインストール済みアプリケーションをインストールする所要時間は約 20分以内で
す。

手順

ステップ 1 データネットワーク管理者に問い合わせて、“準備”で説明したネットワーク情報を確実に収集し
ます。

ステップ 2 必要な時間を最小限にするために、アプリケーションのインストール順序を計画します。

ステップ 3 応答ファイルを使用する場合は、次の手順に従って必要なファイルを準備します。図 14に示す
ように、右クリックメニューで [Edit Settings]を選択します。図 15に示すように、[VirtualMachines
Properties]編集画面が表示されます。
a) 次のURLにアクセスし、platformconfig.xmlファイルを生成します。http://www.cisco.com/web/

cuc_afg/index.html
b) 任意のフリーウェア仮想フロッピーアプリケーションを使用して、platformconfig.xmlファイ

ルを *.flpイメージに変換し、この *.flpイメージをデータストアの Answer File Generatorディ
レクトリにコピーします。ファイルがプリロード済みアプリケーションで使用されるように、

そのファイルを次のように名前を付けます。

• Cisco Unified Communications Manager：UCM.flp

• Cisco Unified Communications Manager IM and Presence Service：IMP.flp

• Cisco Unity Connection：CUC.flp
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• Cisco Unified Contact Center Express：CCX.flp

ステップ 4 vSphereクライアントを使用して、アプリケーションの仮想マシンを選択します。クライアント
は、パネル名をアプリケーション名に変更し、“Getting Started”という名前のタブをもう 1つ追加
します。下図に示すように、右クリックしてアクションメニューを開きます。

図 13：アプリケーション VM を選択して、設定の編集、ISO と VM の関連付け、電源投入、他の管理アクショ
ンなどを行います。

ステップ 5 ブランク OVAテンプレートを使用して展開された VMでは、電源オン時にデータストアからア
プリケーションソフトウェアの ISOイメージを接続するように仮想マシンのCD/DVDドライブ設
定を編集する必要があります。この手順は、プレインストール済みアプリケーションでは不要で

す。 Cisco Unified Communications Managerと Cisco Unity Connectionが同じ ISOファイルを使用す
ることに留意してください（以下のCisco Business Editition 7000用のプリロードされたファイルを
参照：http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/business-edition-7000/
products-release-notes-list.html）。

図 14：アプリケーションソフトウェアの ISO イメージを接続するための仮想マシン設定の編集
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a) CD/DVDドライブの [Device Type]セクションで、[Datastore ISO File]を選択します。
b) データストアを参照し、アプリケーションの ISOファイルを選択します。
c) [Connect at Power On]チェックボックスをオンにしていることを確認します。
d) ステップ 3, （15ページ）で応答ファイルを作成した場合には、電源オン時に適切な flpファ
イルに接続するよう仮想マシンのフロッピードライブの設定を行います。構成時の設定を手

動で入力する場合には、ステップ 6, （17ページ）に進みます。

図 15：フロッピードライブを接続して FLP ファイルから構成設定を読み込むように、仮想マシン設定を
編集します。

e) [Options]タブで、[Advanced Settings] > [Boot Options]を選択し、[Force BIOS Setup]を選択しま
す。

f) 後で仮想マシンを起動する場合は、[BIOS Boot]メニューを選択してから、仮想マシンが DVD
ドライブから起動するように、-キーを使用して [Removable Devices] を起動リストの下部まで
移動します。

ステップ 6 各アプリケーションのインストールを開始するには、次の手順を実行します。

a) 仮想マシンの電源をオンにして、図 13に示すように [Open Console]を右クリックして選択し
ます。

b) インストール応答ファイルを使用しない場合には、コンソールの対話型インストール手順に
従ってください。ステップ 1, （15ページ）で収集した情報を使用します。

c) コンソールから正常にログインできたときに、インストールは完了し、成功です。

• Prime Collaborationの場合、“localhost login:”のプロンプトで setupと入力して、アプリケー

ションを設定してインストールを完了します。その後、インストールスクリプトにより、

ネットワーク情報およびさまざまなクレデンシャル（admin、root、globaladminのパスワー
ド）情報が要求されます。

• VCSまたは Expresswayサーバの場合、デフォルトのユーザ名（admin）とパスワード
（TANDBERG）を使用してログインすることで、アプリケーションをセットアップします。
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“Run install wizard [n]:”と求められたときに yと入力すると、対話型インストールが続行され
ます。

インストールの詳細なガイダンスが必要な場合は、詳細情報のセクションにリスト表示

されている Cisco Business Edition 7000 Support Documents Webサイトでアプリケーショ
ンのインストールガイドを参照してください。

（注）

次の作業

必要なすべてのアプリケーションをインストール後に、Webブラウザを使用してアプリケーショ
ンにアクセスします。必要に応じてライセンスを追加して機能を設定します。
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